
1 

 

西村証券 企業調査情報                2026/04/08 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

堀場製作所（コード 6856） 
◆通期業績推移(連結) （26.12 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.12 170,093 18,499 307.7 85.0 15,871 ▲10,427 ▲451 51,940 

17.12 195,399 26,834 386.3 116.0 28,287 ▲13,167 ▲9,044 58,333 

18.12 210,570 28,838 529.2 145.0 19,536 ▲11,029 ▲3,240 62,837 

19.12 200,241 20,916 367.1 130.0 26,638 ▲12,367 19,215 96,064 

20.12 187,080 19,694 312.6 90.0 32,253 ▲14,016 843 114,156 

21.12 224,314 32,046 505.1 150.0 35,268 ▲14,662 ▲4,045 133,938 

22.12 270,133 45,843 807.1 245.0 33,966 ▲10,745 ▲22,447 138,760 

23.12 290,558 47,296 953.7 290.0 16,652 ▲7,315 ▲20,963 130,550 

24.12 317,369 48,340 799.4 270.0 40,335 ▲17,562 ▲15,933 143,963 

25.12 333,081 53,040 883.5 450.0 54,383 ▲24,923 ▲11,993 162,471 

26.12予 345,000 56,000 964.4 490.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

20/12 期を底に業績拡大、今期も増収増益の見通し 

25 年 12 月期は、主力の先端材料・半導体セ

グメントに加え、エネルギー・環境セグメント

のモビリティ向けの伸びにより、売上高が前年

比 5％増となった。営業利益については、先端

材料・半導体セグメントで若干減益となったも

のの、エネルギー・環境セグメントのモビリテ

ィ向けの拡大やエネルギー向けの赤字幅縮小

などにより、前年比 10％増に。売上高営業利益

率も 15.9％（前年は 15.2％）に上昇した。 

当期のキャッシュ・フロー（以下、CF）にお

いて、現金及び現金同等物の期末残高は 1,625

億円（前年度末比 13％増）となり、10 年前の 3

倍強に拡大した。営業活動 CF は税金等調整前

当期純利益 511 億円（前年比 5％増）、仕入債務

の減少額 18 億円（85％減）などから 544 億円

の収入（35％増）となり、この 10 年間で最も

キャッシュ・インが多くなった。投資活動 CF は

有形固定資産の取得による支出 253 億円（39％

増）などから 249 億円の支出（42％増）となっ

た。財務活動 CF は自己株式の取得による支出

100 万円（前年は 50 億円）、配当金の支払額 113

億円（7％減）などから 120 億円の支出（25％

減）となった。 

25 年 12 月期は増収増益、営業利益率も上昇 

 

この10年間で営業CFでのキャッシュ・インが最高に 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

同社では、エネルギー・環境セグメントのモビ

リティ向け（旧セグメントの自動車）及び先端材

料・半導体セグメント（旧セグメントの半導体）

が売上高及び営業利益における主力分野となっ

ている。24 年 12 月期のセグメント変更を挟ん

で直近 10 年間の傾向をみると、環境保全の機運

を背景とするガソリン車から EV への需要シフ

トや自動車業界での投資低迷などで、20 年 12 月

期からモビリティ向けの業績が低下。替わって

半導体向けが頭角を現し、現在では売上高の約

半分、営業利益の 8 割を占める“稼ぎ頭”となっ

ている。ただ、ここにきて欧米を中心に EV シフ

トが緩やかになり、ハイブリッド車開発向けに

燃焼計測などの装置需要が増加。モビリティ向

けの業績回復が著しく、利益率もこの 10 年間の

最高水準にまで上昇してきている。 

同社では中期計画を見直し中（26 年 8 月公

表予定）だが、現状、28 年 12 月期に売上高

4,500 億円、営業利益 800 億円を標榜。売上高

では、エネルギー・環境 1,580 億円、バイオ・

ヘルスケア 570 億円、先端材料・半導体 2,350

億円。営業利益では、エネルギー・環境 158 億

円、バイオ・ヘルスケア 57 億円、先端材料・

半導体 585 億円を目指している。 

半導体向けが堅調に推移、ﾓﾋﾞﾘﾃｨ向けも回復 

今期増収増益見通し、6期連続で過去最高業績更新へ 
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28/12期に売上高4,500億円、営業利益800億円目指す 

26 年 12 月期は、福知山工場の立ち上げによ

る供給力増強などにより、先端材料・半導体セ

グメントが増収増益見通し。モビリティ向けも

堅調な需要が継続するほか、エネルギー・環境

セグメントのエネルギー向けや、バイオ・ヘル

スケアセグメントでの収益性改善が見込まれ

る。売上高は前年比 4％増、営業利益は 6％増

の見通しで、6 期連続で過去最高を更新へ。 
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